
Copyright © 2017 Accenture  All Rights Reserved. Accenture, its logo, and High Performance Delivered are trademarks of Accenture.

「平成28年度輸出戦略実行事業」

水産物・水産加工品ターゲット市場分析
（水産部会）

2017年3月
アクセンチュア株式会社



1©Accenture 2017. All Rights Reserved. 

目次

1. 市場有望性分析

2. ターゲット市場分析・プロモーション方針案



2©Accenture 2017. All Rights Reserved. 

プロモーション対象国として、①水産物の年間総消費量40万トン以上、②輸入量の伸
び率0%以上、③消費量の伸び率-2%以上の３つの条件を満たす14ヶ国を選定。

プロモーション対象国の選定

*水産物の年間総消費量は食用のみを対象とする
出所：The FAO Food Balance Sheet
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プロモーション対象国のうち、日本からの重点高付加価値水産物※の輸出額は、
香港が突出しており、次いで中国・USA・台湾・カナダ等が続く。

日本からの重点高付加価値水産物輸出額
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ペルー ※日本から輸出している水産物のうち、1kgあたりの輸出単価上位25%の閾値となる25ドルを基準単価とし、単価が基準以上
かつ海外への年間輸出額が10万USドル(約1000万円)以上の品目を「重点高付加価値水産物」と定義した。

品目：あわび（調製品・生・生鮮・冷蔵）、なまこ（調製品・その他）、うに（調製品・活・生鮮・冷蔵）、うなぎ(生鮮・冷蔵・
調整品)、えび（冷凍）、めろ（フィレ＆冷凍）、まぐろ（生鮮・冷蔵）、ほたて（調製品・燻製・その他）

※ぶり、たいのHSコードの上位6桁は「その他のもの」に分類され、UN comtrade上では上位6桁の階層までの検索になるため重
点高付加価値水産物に含んでいない。

出典: UN Comtrade Database

日本からの重点高付加価値水産物(輸出単価25ドル以上)輸出金額(百万USドル、2015)
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B群の市場では、差別化・市場拡大の双方のプロモーションをあわせて推進。一方で現
状のシェアが低いC群の市場では、特に差別化プロモーションが有効。

重点高付加価値水産物輸出ポテンシャル ①プロモーション対象国の市場有望性評価(グラフ)

出典: UN Comtrade Database

シェアが確保できていない
原因がプロモーション不足の国の場合、
日本産の差別化プロモーションで
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（欄外）
重点高付加価値水産物のマーケットが0か0に近い
：ブラジル・ベトナム・ミャンマー

新規市場創造が必要

D

C

現状のプレゼンスを維持A

重点高付加価値水産物輸入市場における日本のシェア (2015年)

重点高付加価値水産物そのものを
市場にプロモーションし市場拡大を狙う

日本産の差別化プロモーションで更なるシェア拡大

B
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対象国
輸入高合計

(US million $)

日本産

シェア
状態

市場有望性

評価

香港 789.4 34.6%

USA 480.9 26.3%

中国 308.2 49.5%

カナダ 89.1 14.0%

台湾 80.0 29.6%

オーストラリア 48.8 17.4%

タイ 26.1 24.5%

UK 53.0 4.0%

ペルー 29.7 0.0%

ロシア 24.7 0.2%

メキシコ 17.7 0.0%

ブラジル 0.7 0.0% 市場自体がほぼ存在しない

ベトナム - 0.0%
市場自体がほぼ存在しないと想定される
(データ取得不可)

ミャンマー - 0.0%
市場自体がほぼ存在しないと想定される
(データ取得不可)

D

大きな市場がありシェアも確保している A

市場拡大とともに更なるシェア拡大の余地あり B

市場は存在しているがシェアがほぼ確保できていない

(原因は各国により異なる)
C

《参考》 重点高付加価値水産物輸出ポテンシャル ②プロモーション対象国の市場有望性評価(一覧)

出典: UN Comtrade Database

 重点高付加価値水産物そのものを
市場にプロモーションし市場拡大を狙う

 日本産の差別化プロモーションで更なるシェア拡大

シェアが確保できていない原因がプロモーション不足
の国の場合、日本産の差別化プロモーションで
シェアを確保
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《参考》 B群評価国の日本からの水産輸入品項目と世界からの水産輸入品項目

※輸入総額は小数点以下を四捨五入して記載
出典: 財務省「貿易統計」, UN comtrade

B郡各国における日本からの主要水産輸入品項目(2015年)

台湾カナダ

オーストラリア タイ

B郡各国における世界からの主要水産輸入品項目(2015年)

台湾カナダ

オーストラリア タイ
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その他の指標(水産物消費・経済力・日本文化浸透度)による総合評価、
関税・規制・制度評価は以下の通り。

その他/規制・制度指標

出典:The FAO Food Balance Sheet、Credit Suisse “Global Wealth Databook 2016”、World Bank “Global Economic Prospects”(*Constant 2010 USDを使用)、 日本政府観光局(JNTO)「2015年訪日外客数(総数)」、BBC “Country 
Ratings Poll、農水省「 諸外国・地域の規制措置(H286/30現在)」；WTO “Draft of Sanitation Standard for Contaminants and Toxins in Food”、官邸「国・地域別の農林水産物・食品の輸出拡大戦略」、農水省「 各国の対日関税に関する交渉結果」

※規制・制度評価は明文化されている主な規制・制度の厳格度、明文化されていない商慣習の強さの双方を加味し評価

東

アジア
香港 A 65.5 173,893 No Data 2.7 1,524,292 No Data ◎

非対象国 関税なし ・指定地域：放射性物質検査証明書

・他地域：サンプル検査 ◎

北米 USA A 21.5 5,671,972 90,519 2.1 1,033,258 66 ◎
対象水産品目は

交渉前より無税

ホタテ・ブリ等無

税

・指定地域の一部水産品：輸入停止

・他地域：サンプル検査

・加工施設において、HACCP認定が必要

・貝類を輸出するためには生産海域のモニタリング等が必要

○

東

アジア
中国 A 37.9 59,824,664 29,693 6.3 4,993,689 5 ◎

非対象国 ホタテ、さけ・ま

す、すけとうだら

等10％

・指定地域：輸入停止

・他地域：要放射性物質検査証明書、産地証明書、検疫許

可

・要加工・保管施設登録、衛生証明書添付、輸出者届出等

△

北米 カナダ B 22.6 1,024,179 2,656 2.3 231,390 58 ○
調製品・ホタテ即

時撤廃

主な水産物無

税

・指定地域の水産物：放射性物質検査証明書

・カナダ食品検査庁指定の魚種については、輸入許可証及び

衛生証明書の添付が必要

・HACCP認定が必要

○

東

アジア
台湾 B 33.5 1,269,721 7,013 2.5 3,677,075 No Data ○

非対象国 ホタテ(凍)

10％

・５県：輸入停止

・４県の水産物：放射性物質検査報告書

・他地域：産地証明書・全ロット検査

・コンタミネーションにかかる規制導入を新しく検討

△

大洋州 豪州 B 26.3 232,635 9,546 3 376,075 59 ○
対象水産品目は

交渉前より無税

日豪EPA：殆

どの品目が段階

的に無税

・一部水産物（魚類）：全ロット検査

・衛生証明書の添付が必要 ○

東南

アジア
タイ B 26.1 3,036,582 1 3 796,731 No Data ○

非対象国 日タEPA：さば

5%・ブリ無税

・指定地域：放射性物質検査報告書

・他地域：原産地証明書 ○

欧州 UK C 20.8 836,540 25,157 2.1 258,488 65 ○
非対象国 ホタテ(凍) 8％ ・指定地域水産物：放射性物質検査証明書または産地証明

書・サンプル検査

・EU-HACCP
△

中南米 ペルー C 22.0 5,979,881 No Data 3.2 No Data 59 ○
干しのり

即時撤廃

主な水産物無

税

・指定地域：放射性物質検査証明書
◎

欧州 ロシア C 22.9 4,500,766 742 1.8 54,365 49 ○
非対象国 すけとうだら(凍)

8％・かつお・まぐ

ろ(凍) 5％

・指定地域：輸入停止

・青森県：放射性物質検査証明書

・他地域：サンプル検査
△

中南米 メキシコ C 13.2 1,795,660 1,911 3 No Data 38 △
即時-16年

目撤廃

ブリ・サバ・サケ・

調製品等20％

・輸入をマンサニージョ港、ベラクルス港及びメキシコシティー国際

空港に限定 ◎

中南米 ブラジル D 9.7 1,238,716 2,656 0.8 34,017 70 △
非対象国 農産物に対する

平均輸入関税

12.8％

・指定地域：放射性物質検査証明書

・水産加工・最終保管施設はHACCP導入及び政府への事前

登録、衛生証明書、動物衛生証明書の添付、当該製品のラベ

ルの事前登録が必要

△

東南

アジア
ベトナム D 34.8 6,011,000 No Data 6.3 185,395 No Data ○

即時-４年目撤

廃

日べEPA：さば

(凍)8%・ブリ・

さんま(凍)

・指定地域：全ロット検査（放射性物質検査証明書があれば

検査を省略）、衛生証明書の発効が必要

・他地域：サンプル検査（放射性物質検査証明書があれば検

査を省略）、衛生証明書の発効が必要

◎

東南

アジア
ミャンマー D 60.7 4,716,020 No Data 8.3 No Data No Data ○

非対象国 ホタテ・いか・ブリ

等10%

・全地域：検査を実施

◎

エリア 国名

水産物消費 経済力 日本文化浸透
対日本

ポジティブ印象(%)

(2014)

市場

有望性

評価

１人当たり

(㎏/人)

(2013)

総量(t)

(2013)

$10万以上

人口(千人)

(2016年)

GDP予想

成長率

(2018年)

訪日外国人

(人)

(2015年)

水産物に関連する主な規制・制度

(2016年6月30日)

関税・規制

・制度

評価※

その他指標(消

費・経済・文化)

総合評価

水産物に関する関税

TPP対象

水産物

その他

主な関税



8©Accenture 2017. All Rights Reserved. 

まとめ：プロモーション重点対象国抽出

B群であるカナダ・台湾・オーストラリア・タイでは次の大口ターゲットとして注力して露出
強化。A群・C群一部もプロモーションによるブランドの維持・確立が必要である。

出典: UN Comtrade Database, 国連人口統計、Global note よりアクセンチュア算出

対応方針

シェアの維持・拡大のために、ブランド定着およびブランド進化(継続したイメージ更新)のため
のプロモーションが有効

２国間・多国間交渉による輸出環境の改善による輸出拡大にあわせた日本産の差別化プ
ロモーションが有効

台湾の新規制対応と、日本産の差別化プロモーションが有効

重点高付加価値水産物自体の市場が小さいため、市場拡大プロモーションが有効

経済発展にあわせ増加する富裕層にむけた市場拡大と日本産の差別化プロモーションが有
効

規制への対応を進めつつ、品目を絞って日本産水産物の浸透を図る

規制・関税障壁はないが水産物自給割合が突出した水産大国のため現状シェアが低い。
日本産の差別化プロモーションと流通の確立が必要

規制などの状況を睨みながら、可能性を探る市場

２国間・多国間交渉による輸出環境の改善にあわせた日本産の差別化プロモーションと流
通の確立が必要

将来の可能性は考えながらも、長期的な成熟を待つ市場

対象国

香港

USA

中国

カナダ

台湾

オーストラリア

タイ

UK

ペルー

ロシア

メキシコ

ブラジル

ベトナム

ミャンマー

市場有望性
評価

その他指標
(消費・経済・文化)

総合評価

関税・規制・
制度評価

《参考》水産物
自給割合

Ａ ◎
Ａ ◎
Ａ ◎
Ｂ ○

Ｂ ○

Ｂ ○

Ｂ ○

Ｃ ○

Ｃ ○

Ｃ ○

Ｃ △

Ｄ △

Ｄ ○

Ｄ ○

34%

73%

146%

124%

180%

36%

152%

71%

539%

134%

103%

66%

195%

154%

◎
○

△

○

△

○

○

△

◎
△

◎
△

◎
◎
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ターゲット市場における水産物流通・消費の特徴及びプロモーション方針案(1/4)

国・都市 水産物流通・消費の特徴
日本産水産物
消費嗜好※1 推奨品目/調理方法 PR/ブランディング方針

日本からの水産物輸出(2015年)

有望品目と輸出額
(百万円)

全輸出額
(百万円)

マレーシア

台湾

• 水産物消費は増加傾向。台湾からの
輸出も増加している水産国である。外
食での消費が多い

• 地元産白身魚(カンパチ・タイ等)や輸
入サーモンが人気。所得に関わらず生
魚を食べる文化だが全員が好むわけで
はない

• 日本産水産物は中高級日本食店で
使用。特にブリ・ホタテ・ウニ・蟹など台
湾で捕れない魚が人気。ただし震災の
影響で安心のイメージが低下している

• 空輸(約4時間)・船便(約2日)。物流
に関しては大きな問題点はない

• 水産物消費は1人あたり58.1kg/年
消費。日本よりも消費量が多く、世界
トップレベル

• サバ・エビ・ティラピアの消費が多い。近
年、サーモン、タラ、カキ等輸入物や高
付加価値水産物の消費が増加

• 日本産水産物は一部高級日本食店
で使用されマグロ・ブリ・サバ・エビ・ホタ
テが人気。一部事業者はイカ・ウニ・カ
キを扱う(ウニ・カキは主に飲食店による
直輸入)

• 取り扱い量が少ないため空輸(約7.5
時間)が主。交通渋滞があるが大きな
問題ではない

④第4段階
(消費者全般に日
本水産物の人気が
高く、一部産地(北
海道)も浸透。中・
高級日本料理店で
食べられる)

②第1段階
(訪日旅行に行くよ
うな限られた一部の
高所得者のみ、高
級日本料理店で消
費)

• ホタテは直近での輸出拡
大は困難なため、長期的
PRが有効

• 多種多様な日本産水産
物が輸入されているが、直
近では、特に人気の生食
用水産物(ブリ・ウニ)や加
工方法が日本独自の水産
加工品(ほっけ等の干物)
が重点品目

• ホタテ・マグロは直近での輸
出拡大は困難なため、長
期的PRが有効

• 直近では、既に人気のある
生食用水産物(ブリ・サバ・
エビ)に加え、近年人気が
出てきた生食用水産物(イ
カ・ウニ・カキ)を推進するの
が良い

• 訪日経験があり本場の味
を求める消費者向けに、煮
魚等の調理方法の提供も
あり

• 日本産水産物の強み
は台湾で食べられない
特別感と質の高さ

• 北海道以外の産地ブラ
ンドの構築が有効。水
産物全体として中・高
級日本料理店向けに
産地と旬を合わせPR

• 震災の影響で低下して
いる安心・安全イメージ
の回復に向けたリブラン
ディングを実施

• 築地で直接仕入れを
行う一部の高級日本
食店に対する直接訪
問が有効

• 日本産水産物の味の
違い、質の高さで他店
との差別化に繋がること
をPRする必要がある

• 和食も味のローカライズ
が求められるため、ロー
カライズした調理方法を
現地シェフと考案するの
が良い

• ブリ

• ホタテ

• ウニ

162

3,196

63

• ブリ

• マグロ/
カツオ
類

• サバ

137

不明

518

19,239

3,035

全輸出額・有望品目の輸出額には現地消費
だけでなく、加工向けも含まれている

※水産物・水産加工品輸出拡大協議会「水産物・水産加工品の輸出拡大に向けた海外マーケット調査」の中間報告書（H29年2月断面）に基づき作
成。調査は最終結果ではないため内容変更の可能性がある。※1 各国リサーチ・事業者ヒアリングから得た消費者行動・嗜好に基づき、アクセンチュア推計
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ターゲット市場における水産物流通・消費の特徴及びプロモーション方針案(2/4)

水産物流通・消費の特徴 推奨品目/調理方法 PR/ブランディング方針
日本産水産物
消費嗜好※1 品目と輸出額

(百万円)

全輸出額
(百万円)

日本からの水産物輸出(2015年)

国・都市

• 水産物消費は減少傾向だがタンパク
質の中では水産物を最も消費。また
外食での消費が多い

• 淡水魚であるティラピア、ライギョ、ナマ
ズが消費量が多い。直近10年ではノ
ルウェー産サーモンが最も伸びている

• 日本産水産物は大衆・中・高級日本
食店で使用されハマチ・マグロ・貝類
(ホタテ・ツブ貝・アワビ)が人気。またウ
ニ・カニも人気が上昇中

• 空輸(約6.5時間)、船便(約8日)。ボ
トルネックではないが書類の不備や渋
滞がリードタイム増加の課題

• 世帯食費に占める水産物割合が、
上海は24％で中国東側の3都市の
中で最も多い(北京17%、西安
13%)

• 上海蟹が有名。近年上海における販
売水産物の種類は多様化しており、
消費形態についても生食など多様化
している

• 日本産水産物は高級日本料理店で
使用されマグロ・ブリが人気。ただし使
用率は低い

• 空輸(約4.5時間)、船便(約3日)。
一部事業者ではｺｰﾙﾄﾞﾁｪｰﾝ未発達

• ホタテ、マグロは直近での
輸出拡大は困難なため、
長期的PRが有効

• 急成長している日本食市
場に向けて、生食用とし
て、タイ人が好む脂身の多
いハマチに加え、ツブ貝・ア
ワビ/ウニ/カニが有望

• マグロは直近での輸出拡
大は困難なため、長期的
PRが有効

• 10年前から圧倒的に拡大
した生食文化に対し、生
食用の人気品目であるブリ
を提供するのが良い

• 中高級日本食店が
ターゲット。「本物の味」
への関心が高い中で、
新興外食チェーンに対
し、本物を安く提供する
正攻法の営業が重要
である

• ステイタスとして日本を
語りたい消費者に対
し、産地ブランドを訴求
すると共に詳細情報を
提供

• 上海での使用は限定
的なため、高級日本食
店でまず生食の本場で
ある日本産イメージをつ
けるのが有効

• 震災以降の風評被害
により安心安全のイメー
ジが低く、香港や台湾
と比較すると利用も限
定的。“質が高く安心
安全”のイメージを浸透
させる必要がある

①第1段階
(一部の高所得者の
み、高級日本料理
店で消費)

③第3段階
(主に高級店消費だ
が大衆～中級日本
料理店も一部日本
産を使用。産地に
詳しいことがステイタ
ス)

• ブリ

• マグロ/
カツオ
類

• ホタテ

不明

7,417

516

• ブリ

• マグロ 447

289

18,648

38,559

※ 中国全体

全輸出額・有望品目の輸出額には現地消費
だけでなく、加工向けも含まれている

全輸出額・有望品目の輸出額には現地消費
だけでなく、加工向けも含まれている

上海

タイ

※水産物・水産加工品輸出拡大協議会「水産物・水産加工品の輸出拡大に向けた海外マーケット調査」の中間報告書（H29年2月断面）に基づき作
成。調査は最終結果ではないため内容変更の可能性がある。※1 各国リサーチ・事業者ヒアリングから得た消費者行動・嗜好に基づき、アクセンチュア推計
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ターゲット市場における水産物流通・消費の特徴及びプロモーション方針案(3/4)

国・都市 水産物流通・消費の特徴 PR/ブランディング方針推奨品目/調理方法
日本産水産物
消費嗜好※1 品目と輸出額

(百万円)

全輸出額
(百万円)

日本からの水産物輸出(2015年)

香港

深せん

• 香港とモノと人の往来が盛んな深セン
では、市場が「10年前の香港」と言わ
れ水産物を多く消費、生食も浸透
中。日本文化への関心も高い

• 日本産水産物は非正規輸入された低
価格のホタテ・ブリ等を中・高級日本料
理店が使用。大手小売では正規輸入
品の調達が不可欠であるため取扱は
ほぼ無い

• 非正規輸入されたカニカマは流通経路
が確立されており、若者を対象とした料
理店でも寿司ロールで使用されている

• 空輸(約4.5時間)、船便(約3日)

• 水産物消費は年間46.8kg/人。
2020年には、53.5Kg/人に増加見
込み。再輸出も多い

• サーモンやブリ等脂の乗った魚が人気

• 日本産水産物が浸透しており、本格
派日本料理・寿司を提供する高級飲
食店にて、東京と同様の旬の水産物
を含めた多種多様な品目が使用され
ている

• 一部高級中華・仏・伊料理店におい
ても取扱有り

• 生鮮の空輸(約4.5時間)が主流。船
便(約3日)

• 正規ルート水産物を使
用する飲食・小売店の
引き合いを増やすため
正規ルート価格を下げ
る必要あり

• 多くの深センバイヤーは
日本産水産物を食べ
たことがないため、品
質・美味しさの認知度
を高める試食会等が有
効

• 長期的には生食用(ブリ)を
正規ルートで推進

• 大半の消費者は「本物」へ
の関心はまだ低いため、飲
食店が取扱易い比較的安
価で日持ちする加工品をカ
ニカマの流通経路にのせる
のが良いのではないか

• 現地嗜好に合う調理方法
(チーズやマンゴーの使用
等)を多様化し需要を高め
てはどうか

• ホタテは直近での輸出拡
大は困難なため、長期的
PRが有効

• 次フェーズとして、中級料
理店・寿司チェーン向けに
も旬の鮮魚の供給を拡大

• 高級洋食料理店に関して
は、供給が安定しているブ
リ等の養殖魚を引き続きア
ピールする

• 主な使用用途が日本
料理に限定されるた
め、他国籍料理におけ
るレシピや取扱方法等
をシェフに紹介する必要
あり

• 訪日人口増加により消
費者の産地への感度
が高いため、オールジャ
パンブランドより産地ブ
ランドの活用が効果的

①第1段階
(一部の高所得者の
み、高級日本料理
店で正規ルート品を
消費。非正規ルート
品は中級料理店に
おいても取扱有り)

④第4段階
(消費者全般に日
本水産物の人気が
高く、産地ブランドも
浸透。高級日本料
理店・一部の中流
寿司チェーン等で食
べられる)

• ホタテ

• 練り
製品

• ブリ

24,214

250

289

• ブリ

• ホタテ

• 練り
製品

4,093

384

2,989

38,559

82,069

※ 中国全体

全輸出額・有望品目の輸出額には現地消費
だけでなく、加工向けも含まれている

※水産物・水産加工品輸出拡大協議会「水産物・水産加工品の輸出拡大に向けた海外マーケット調査」の中間報告書（H29年2月断面）に基づき作
成。調査は最終結果ではないため内容変更の可能性がある。※1 各国リサーチ・事業者ヒアリングから得た消費者行動・嗜好に基づき、アクセンチュア推計
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ターゲット市場における水産物流通・消費の特徴及びプロモーション方針案(4/4)

国・都市 水産物流通・消費の特徴 PR/ブランディング方針推奨品目/調理方法
日本産水産物
消費嗜好※1 品目と輸出額

(百万円)

全輸出額
(百万円)

メキシコ

英国

• タンパク源(牛、鶏等)の中では、魚のg
あたり単価(特にサーモン、貝類)が最
も高く、景気悪化により消費量が減少
傾向にある

• 家庭消費(82％)：1)マグロ, 2)サー
モン, 3)タラ、外食消費(18％)：1)
タラ, 2)ハドック, 3)エビ

• 日本産ブリ・ホタテが人気。ウニも可能
性あり。日本産水産物の日本食以外
への利用有

• 空輸(約13時間)、船便(約33日)。
空輸はコスト高のため船便を好む事業
者も多い

• 国民の殆どが水産物を日常的に食べ
ない。人口の8割が信仰するカトリック
の四旬節(40日間)に年間水産物消
費量の6割を消費、生魚を食べるのは
一部の富裕層のみ

• 家庭消費(95％)：1)鯛, 2)バサ, 
3)スズキ, 外食消費(5％)：1)サーモ
ン, 2)真鯛, 3)エビ

• 日本産水産物は中・高級日本料理
店で使用され脂ののった日本産ハマチ
(ブリ)・鰻が人気。練り製品も利用有

• 船便(約14日)が主。マンサニヨ港の港
湾組合の不正やコールドチェーン未整
備が課題

• 消費者が求めている要
素であるトレーサビリティ
や環境配慮への基準を
満たしていることと一緒
にPRしていくのが良い

• イギリス人が好むフュー
ジョン料理へのレシピ提
案・採用実績紹介とと
もに日本の質が高い食
材の新たな活用イメー
ジを構築していくのが良
いのではないか

• ホタテは直近での輸出拡
大は困難なため、長期的
PRが有効

• 現地近海では取れない水
産物であるブリやウニが有
望

• 生食用だけではなく、イギリ
ス人が好むフュージョン料理
の材料としての提案可能
性有り

• メキシコ人が好む脂ののっ
たハマチや鰻が有望品目

• 寿司や日本料理などへの
生食用利用が中心

• 事業者は日本水産物
の味や質を評価してい
るが、消費者の伝統的
日本食・日本産水産
物の認知は低い。消費
者に向けた認知度向
上のPRが必要

• まず中・高級飲食店利
用者であるミドル層以
上向けにイメージを構
築

③第3段階
(主に高級店消費だ
が大衆～中級店も
一部日本産を使
用)

①第1段階
(一部の高所得者の
み消費)

• ブリ

• ホタテ

• ウニ

118

129

不明

672

248

• 鰻

• ハマチ
(ブリ)

• 練り
製品

不明

不明

56

※ アメリカ経由が主であり、
直輸入は練り製品のみ

日本からの水産物輸出(2015年)

※水産物・水産加工品輸出拡大協議会「水産物・水産加工品の輸出拡大に向けた海外マーケット調査」の中間報告書（H29年2月断面）に基づき作
成。調査は最終結果ではないため内容変更の可能性がある。※1 各国リサーチ・事業者ヒアリングから得た消費者行動・嗜好に基づき、アクセンチュア推計


